「第２次足立区人権推進指針　人権の推進をめざして（素案）」について、ご説明いたします。
第２次足立区人権推進指針は第１章から第３章で構成しています。
まず、指針の目的と改定の背景についてご説明いたします。
区では、「足立区自治基本条例」「足立区基本構想」「平和と安全の都市宣言」等の理念を踏まえ、平成２１年１月に「人権」の推進に向けた基本的な方向性を示すための第１次指針「人権の推進をめざして」を策定し、区のあらゆる施策について人権尊重の視点を取り入れ、総合的に人権行政を進めてきました。
しかしながら、指針の策定から１０年以上が経過した現在も、いじめや虐待、ハラスメントのほか、新型コロナウイルス感染症拡大における感染者やその家族、医療関係者等への誹謗中傷、インターネットの普及によるＳＮＳでの心ない書き込みや差別を助長する情報の拡散等、人権が守られていない事象が発生し、社会・経済状況の変化とともに人権課題も多様化・複雑化しています。
加えて、北朝鮮当局による拉致問題等風化させてはいけない人権侵害問題や、災害時の避難所における人権の配慮といった課題への対応も求められています。
こうした人権課題に対して周知・啓発を始めとする施策に取り組み、人権に対する理解の促進及び人権意識の高揚を図るため、この度、足立区人権推進指針の改定を行うこととなりました。
次に、第２次足立区人権推進指針の基本理念についてご説明いたします。
第１次指針では、「一人ひとりの人権が尊重され、いきいきと安心して心豊かに暮らせる活力ある足立の構築をめざします。」を基本理念とし、人権尊重のまちをめざしてきました。しかし、第１次指針策定以降、ヘイトスピーチの問題や性的指向・性自認への意識の高まりなどが生じ、国の法整備や啓発が進められているものの、国内において国籍や性のあり方等に関わる多様性に対する尊重が十分に行き渡っていない状況が見られます。
そこで、第２次指針では、第１次指針の基本理念の礎となっている「足立区自治基本条例」「足立区基本構想」「平和と安全の都市宣言」の理念を引き継ぎつつ、「互いの個性や価値観」を新たに明記し、「一人ひとりの人権を尊重し、互いの個性や価値観を認めあう、活力あふれる足立の実現」を基本理念としました。
次に、第２次足立区人権推進指針の柱立てについてご説明いたします。

第２次指針の基本理念の実現・具体化のため、第１次指針の基本的姿勢である「平和」「自由」「思いやりと優しさ」「歴史・文化への理解」「連携・協力」の５つの趣旨を引き継ぎながら、近年生じている人権問題に対応し、さらに人権施策や取り組みに取り入れるべき人権の視点を明確化するため、「自由」「平等」「多様性」の３つを柱に据えました。
「自由」と「平等」は、日本国憲法や世界人権宣言にうたわれている理念であり、人権を推進していく上で欠かせないテーマです。一方「多様性」は、平成２７年９月の国連サミットで採択された「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」において重要視され、先の東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会ビジョンの基本コンセプトにも掲げられるなど、世界の潮流と言えます。
これら３つの柱は、個々の人権を尊重し、性別、国籍、障がいの有無など様々な違いを相互に認め合い、それぞれの特性を生かした活躍の場を積極的に作り出し、豊かなまちを実現するために必要なテーマです。
次に人権推進における各主体の役割についてご説明いたします。
第２次足立区人権推進指針では、（１）行政の役割（２）区民の役割（３）地域の役割（４）民間事業者の役割に分け、基本理念実現のために各々の果たすべき役割を理解し、社会全体で力を合わせて取り組んでいくことの必要性について記載しています。
次に第２次足立区人権推進指針の目標についてご説明いたします。

第２次足立区人権推進指針では（１）日常の中で人権が守られていると感じる区民の割合（２）「障がい者」「子ども」「女性」「インターネット上での人権」について偏見や差別がないと感じる区民の割合、の２つの指標を設定しました。これらの目標値については、参考となる実績がないため、今後実施する区民意識調査の結果を踏まえ設定します。
次に主な人権課題に対する取り組みについてご説明いたします。
第２次足立区人権推進指針では、主な人権課題として（１）女性（２）子ども（３）高齢者（４）障がいのある人（５）ＬＧＢＴ等（多様な性）の人（６）北朝鮮当局によって拉致された被害者等（７）部落差別（同和問題）（８）アイヌの人々（９）外国人（１０）感染症（ＨＩＶ、ハンセン病、新型コロナウイルス等）（１１）その他の様々な人権課題に分け、それぞれ現状と課題および今後の取り組みについて記載しました。各人権課題に関連する所管と協力しながら、人権意識向上と課題解決への施策を進めていきます。
以上で、「第２次足立区人権推進指針　人権の推進をめざして（素案）」の説明を終わります。
